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This report describes improvements in educational environment for architectural design at Kagoshima National College 
of Technology (here after KNCT) since several Architectural design subjects were started in FY2010 at Department of 
Urban Environmental Design and Engineering (here after UEDE), KNCT, and have been developed for four years. 
Simultaneously, this report introduces several activities and results which have been achieved within these two years, 
considering the development of curriculum at the Department of UEDE. After these introductions, the report analyzes the 
issues of management the Department and its solution strategy. The education grant of KNCT by the school principal 
discretion in FY2013 supported these activities. 
 

















平成 17 年（2005 年）に起きた耐震偽装問題を受け、
















て平成 25 年度に授業時間の見直し、平成 27 年度には
コアカリキュラムの導入が予定されている。この結果














































平成 26 年 3月に平成 21 年度入学生（本校最後の土
木工学科生であり、本校最初の科目指定要件適用学年





成 26 年 3 月から受講し、卒業後の現時点も継続中で







































図-1 壁のデザインと施工 図-2 本棚のデザインと施工 
（２）卒業研究生スペースと建築同好会室




























のうち主に Photoshop と Illustrator を使用してい
る。Auto-CAD は、今回整備した演習室全てのノート

































2 24 夢のマイルームコンテスト 2名 奨励賞





























図-6 モニュメント   図-7 空港出発ロビーベンチ 
（2）木のあふれる街づくり事業（公募事業） 
大手家具メーカーや地場の家具製作所等などのプロ
の作品と共に、学生の案が採択された。競技の内容は、
県産材の木材を使うベンチのデザイン提案である。鹿
児島空港の出発ロビーに設置することを条件に、8 人
掛けのデザインが要求された。
 設置場所である空港を視察し、スケッチやラフ模型
によるスタディを重ねた。最終的にプレゼンテーショ
ン用の模型製作、現地に設置した際の手描きのパース、
フォトモンタージュＣＧを作成し応募した。
採択後 8人掛けの椅子の内、1脚分に相当する部分
模型を実寸で作製し、椅子の高さ・深さ・背もたれの
角度等の確認を行った。また、製作は、馬場龍幸建築
デザイン工房（以下馬場工房）に委託したが、県産材
の杉の特徴とその製作方法等に関する相談に、鹿児島
県工業技術センターを 2回程訪ねた。一方で本校の技
術室にも相談し、本校が所有する機器等でどのような
ことが可能であるのか確認した。その結果、詳細設計
をもとにＣＡＤで図面をデータ化し、技術室の協力を
得て、シナべニアの型板を作成した。また、ほとんど
が曲線で成り立っている家具のデザインの為、3Ｄモ
デルを作成し、算出し難い接合部分の角度等を確認し
た。これらを馬場工房に引き継ぎ、実施製作の委託を
行った。製作途中、学生とともに集成材の色や形状の
確認に工房を訪ね、製作の様子を視察した。空港の現
場設置の際にも同行し確認を行った（図-7）。
空港を訪れた学生の話を数件聞いたり、同好会の活
動に参加を求めて自ら訪れる学生がいたりと反響があ
った。学生への刺激となっていることが伺える。
４．見学会・聴講会の開催 
建築同好会と、興味を持った本学科の学生を対象に
1）歴史的建築・環境配慮型建築見学会（3 回/Ｈ23）、
2）熊本県立大学卒業制作中間発表聴講（Ｈ24）、3）
鹿児島大学卒業設計作品合同講評会公聴（Ｈ24）、を
行ってきた。平成 25年度は 4）八代建築見学会、5）
霧島市省エネモデルハウス見学会、6）地域の建築家
設計の住宅作品見学会、7）人吉の古建築再生利用事
例見学会を行った。
実際の建物を体験し、空間感覚を養うこと、大学の
講義を垣間見る機会として位置付けている。高学年に
なるに伴い、課題解決力や提案力を求められる様にな
るため、その手がかりや原動力になることを期待する。 
５．企業との連携・就職支援環境 
学科名称変更後 5年目を迎える。建築系の企業や大
学へ進学する際の支援に重点を置く必要がある。その
一つとして、インターンシップ受け入れ先の確保、建
築・環境・土木の複合的な科目を習得した学生の利点
をＰＲすることが肝要である。学生の個々の需要にも
対応しながら進めていく予定である。
６．今後の展望 
 演習室が学科棟内に確保でき、様々なコミュニケー
ションツールが同時に活用できる環境が整った。特に
多種のホワイトボードを利用し、グループディスカッ
ションにも対応できることは大きな収穫である。これ
らを活かし、学生の提案力の涵養に努めてゆきたい。
７．謝辞
 校内助成に採択して下さった赤坂校長を始め、学内
外の多くの方々のご支援に感謝する次第である。
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